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地獄 の 様子 


人 @ 地獄 と は : アッラー が 来世 に お いて 、 不 信仰 者 と 億 信者 、 及 び (信仰 者 の 内 の ) 罪 深 
い 者 た ちら の た め に 創 ら れ た 懲罰 の た め の 世 界 で す 。 


@ ここ で は アッ ラー の 思 し 有 台 し と 共に 、 破 減 の 世界 で ある 地獄 と 、 そ こ で 繰り 広げ られ 
る 様々 な 種類 の 懲罰 に つい て 見 て 行き ます 。 そ し て それ ら の 様子 を 乃 い 知る こと で 、 
私 た ちの 心 に は 地獄 の 恐怖 と それ を 回 避 し た いと いう 意識 が 呼び 起こ され る で し ょ 2 う 。 
天国 の 獲得 と 地獄 か ら の 救い は 、 ア ー マ ー ン " と 諸々 の 善行 と 義務 行為 、 及 び シル ジグ 
と 種々 の 罪 を 回 避 す る こと に よっ て 達成 され ます 。 ア ッ ラ ー に 天国 の 獲得 と 、 地 獄 か 
ら の 救い を 名 いま しょ う 。 そ し て 地獄 に つい て の 話 も や は り 、 聖 クル シル アーン と 真正 な 
ハデ ィ ー ス を も っ て 説明 し て いき ます 。 














⑯ 地獄 の よく 知ら れ た 諸 名 称 : 





地獄 は その 本 質 は 1 つ で あり な が ら 、 そ の 属性 は 数 あま た で す 。 そ し て その よく 知ら れ 
た 名 称 に は 、 以 下 の よ うな も の が あり ます : 








1 一 地獄 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 中 そし て アッ ラー と その 使徒 に 逆らい 、 か 
れ (アッ ラー) が 定め られ た ( 法 の ) 境界 線 を 越え る 者 は 、( ア ッ ラ ー が ) 彼 を 地獄 に 入 
れ よ う 。 彼 は そこ に 永遠 に 留まり 、 そ こ で は 屈辱 的 な 懲罰 が 繰り 広げ られ る の だ 。 6 ( ク 
ルアー デーン 4) 12) 





2 一 業火 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 史実 に アッ ラー は 偽 信 者 た ちと 不信 仰 者 た 
ち を 皆 、 業 火 の 中 に 集め よう 。6q (クル アー ン 4 : 140) 





3 一 裂 火 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て 不信 仰 に 陥り 、 わ れ ら (アッ ラー 
の こと ) の み し る し を 嘘 と する 者 た ち は 、( 地 獄 の) 烈火 の 住人 で ある 。 還 (クル アー ン 
5 : 10) 





4 一 燃え 盛る 炎 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 実に アッ ラー は 不信 仰 者 た ち を そ 
の ご 慈悲 か ら 遠 ざけ られ 、 彼 ら に 燃え 盛る 炎 を 用 意 さ れ た 。eg (クル アー ン 33 : 64) 





5 一 移 熱 の 大 火 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 その 日 彼ら は 真っ 逆 様 に 地獄 に 引 
きず り 落 と され 、 こ う 言 われ る : 「 大 火 の 乱 熱 を 味わう の だ 。」 思 (クルアーン 54 : 48) 





、 訳者 注 :「8. イー マー ン と イー マー ン の 諸 特 質 」 の 項 参 照 。 
* 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク の 種類 」 の 章 を 参照 の こと 。 
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6 一 全て を 焼き 尽く す 炎 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 多い や 、 決 し て そう で は な 
い 。 彼 ら は 全て を 焼き 尽く す 炎 の 中 に 投げ 入れ られ よう 。 そ し て 全て を 焼き 尽く す 炎 と は 
何 か ? 燃 え 上 が る アッ ラー の 炎 で ある 。EB (クル アー ン 104 : 3 一 6) 





7 一 燃え 立つ 炎 : 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抱い や 、 決 し て そう で は な い 。 そ れ 
こそ は 上 顔 と 手足 の 皮膚 を 焼け 焦がす 、 燃 え 立 つ 炎 で ある 。( そ れ は 現世 に お いて 真理 か 
ら ) 背 き 去っ た 者 た ち を 呼 記 。 思 (クルアーン 7 : 15 一 17) 





8 一 破滅 の 世界 : 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 急 あ な た は アッ ラー の 恩恵 を 不 
信仰 で も っ て 返し 、 そ の 民 を 破 滅 の 世界 へ と 追い や っ た 者 た ち を 見 た か ? 彼 ら が 行き 着く 
先 は (地獄 の ) 業火 で ある 。 そ の 留まり 所 の 何と 忌まわしい こと か 。 四 (クルアーン 
14 : 28 一 29) 


@⑯ 地獄 の 場所 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 抽 いや 、 決 し て そう で は な い 。 実に 放 埼 な 者 た ち 
の 帳簿 は 、7 層 目 の 地 の 下 を 転がる 岩石 の 中 に ある 。 (クル アー ン 83 : 7) 


2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「・・・ 一 方 不信 仰 者 は その 魂 を 引き 抜 
か れる と 、 天 使 は それ を 携え て 大 地 の 門 へ と 赴く 。 そ し て 大 地 の 門 番 は 言う : “この ( 魂 
の ) よう に 臭い 匂い は 他 に な い 。 大地 の 最 下 層 に まで 届か ん ば か り だ 。"」 (アルテ ハー キ 
な な イン ジャ ピッ パー ン の 偽 示 9 








@ 永遠 の 地獄 の 民 : 





不信 仰 者 と シル ク ! の 徒 、 及 び 偽 信者 は 永遠 に 地獄 の 中 に あり ます 。 し か し 信仰 者 の 内 で 
罪 深 か っ た 者 は 偉大 か つ 基 厳 な る アッ ラー の 思 し 有 名 し の も と に あり 、 か れ が そ うお 望み に 
な れ ば お 赤 し に な り ま す が 、 そ う 望 まれ れ ば その 罪 に 応じ た 罰 を 下さ れ ま す 。 











1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 角 ア ッ ラ ー は 男女 の 偽 信者 と 不信 仰 者 た ち に 、 
地獄 の 業火 を 約束 され た 。 彼 らち は そこ に 永遠 に 留まる が 、 そ れ (業火 ) だ け で 彼ら (を 罰 
する ) に は 十分 な の で ある 。 ア ッ ラ ー は 彼ら を その ご 慈悲 か ら 遠 ざけ られ る 。 そし て 彼ら 
に は 途切れ る こと の な い 懲 凡 が ある の だ 。6B (クル アー ン 9 : 68) 





2 一 相 高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 史実 に アッラー は シル ク を お 薇 し に は な られ 








3 真正 な 伝 和 。 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル = テ ハー キム (1304) 、 サ ヒー フ ・ イ ブン ・ ヒ ッ バ パー ン (3013)。 アルテ アル ナウ 
ー ト に よれ ば 、 伝 承 経路 は 真正 。 
+ 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク の 種類 」 の 章 を 参照 の こと 。 
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な い が 、 そ れ 以 外 の こと で あれ ば お 望み の 者 を お 赤 し に な られ る 。 そ し て アッ ラー に 対し 
て シル ク を 犯す 者 は 、 こ の 上 な い 罪 を 犯し て いる の だ 。 本 (クル アー ン 4 : 48) 


人 @ 地獄 の 民 の 顔 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 耶 そ し て 審判 の 日 、 あ な た は アッ ラー に 対し 
て 嘘 を 語っ て いた 者 た ちの 顔 が 黒ずん で いる の を 見 る で あろ う 。 (真理 に 対し て ) 父 岸 な 
者 た ちの 住ま い は 、 地 獄 の 業火 以外 の 何 も の で も な い の だ 。 四 (クル アー ン 39 : 60) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て その 日 、( 彼 ら 不 信仰 者 た ちの ) 顔 は 
均 ま みれ で ある 。 (屈辱 に よる ) 黒い 汚れ に まみ れ て いる 。 彼ら こそ は 不信 仰 に 陥り 、 真 
理 を 虐 と し て いた 者 た ちな の で ある 。 還 (クル アー ン 80 : 40 一 42) 





3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ ま し た : その 日 (彼ら の ) 顔 は 沈 鬱 で ある 。( そ の 日 
彼ら は 自分 た ち に ) 大 き な 災 難 が 降り か か る こと を 確信 する の だ 。 6 (クル アー ン 75 : 
24 一 25) 





4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : ED その 日 (彼ら の ) 顔 は 恐怖 と 届 辱 で こわ ば 
っ て いる 。 苦 々 し い 懲 罰 を 受け 、 疲 労 困 信 し て いる 。 彼 ら は 乱 熱 の 地獄 へ と 入る の だ 。 
(クル アー ン 88 : 2 一 4) 








5 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 釣 炎 が 彼ら の 顔 を 焼き 、 彼 らち は そ こ で 苦 関す 
る 。 吸 (クル アー ン 23 : 104) 


人 @ 地獄 の 門 の 数 : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 そし て 地獄 の 業火 こそ は 彼ら 全員 の 約束 の 場所 で あ 
る 。 そ こ に は 7 つの 門 が あり 、 そ の 各々 か ら 既 に 定め られ た 数 の 定め られ た 者 た ち が 入 
る 。 四 (クル アー ン 15 : 43 一 44) 


⑯ 地獄 の 諸 門 は その 民 を 中 に 閉じ 込め て 閉まっ て いる : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 6D (地獄 は ) 彼ら を 閉じ 込め て 塞 が っ て いる 。 伸び た 
鉄 の 針 々 に よっ て ( 門 が 塞 が れ て いる の だ )。 四 (クル アー ン 104 : 8 一 9) 


@ 審判 の 日 、 審判 を 待つ 台地 に まで 地獄 の 業火 が 及ぶ こと : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 争 そ し て 地 苺 の 業火 は 、( 真 理 か ら ) 迷い 去っ 
た 者 た ち に 向かっ て 立ち 上 る 。 国 (クル アー ン 26 : 91) 
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2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 的 いや 、 決 し て その よう に あっ て は な ら な い 。 
大 地 が 揺り 動か され 。 ぶ つか り 合 っ て 粉々 に な る と き 。 あ な た の 主 は 天使 を 隊列 に 組ま せ 
つつ ご 来 臨 な され る 。 そ し て その 日 、 地 獄 の 業火 が 現れ る 。 人 々 は その 日 (現世 に お いて 
怠慢 だ っ た こと や 、 自 ら の 犯し た 罪 々 を ) 後悔 する の だ が 、 一 体 そ の 後に 及 ん で は 後悔 の 
念 が 何 を 益 し よう か ? 相 (クル アー ン 89 : 21 一 23) 





9ー ダ プ ドッ ラー ブン マス ウー ド (後に アッ テー の ご 満 羽 あれ ) は 言い まし た :。! デ 
ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “その 日 地獄 は 、 
70000 も の く び き と 共に 出現 し 、 各 く び き は 70000 も の 天使 に よっ て 引っ 張ら れ て いる 。"」 

(ムスリム の 伝承 り 





@ 地獄 の 出現 と 、 ス アテ ラー トム (地獄 の 架け 橋 ) を 最初 に 渡る 者 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 耶 そ し て あな た 方 は 皆 地 獄 (の 架け 橋 ) に や 
っ て 来る 。 そ れ は あな た の 主 が 必ず ご 遂行 され る こと な の で ある 。 そ れ か ら わ れ ら (アッ 
ラー の こと ) は (わが 怒り と 徐 入 を 招く よう な 行い か ら ) 自ら を 防い で いた 者 た ち を 救い 
出し 、 不 正 者 た ち を そこ に 取り 残し た まま 放っ て お く の だ 。 (クル アー ン 19 : 71 一 
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ラー アブ プー ャ フラ イラ ( 役 に デ ッ ラ ー の と ご 滴 層 あれ ) に よる と 。 人 和信 々 は 言い まし た : 
「“ ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 私 た らち は 審 判 の 日 、 私 た ちの 主 に まみ える の で し ょ うか ?"・・・ 
そし て この 伝承 の 中 に 次 の よう な 人 箇所 が あり ます - (アッ ラー の 使徒 は ) 言い まし た : 
“・・・ そ れ か ら ズ アラ テー トム (地獄 の 架け 橋 ) “が 地獄 の 業火 の 真ん中 に か けら れる 。 そ し 
て 私 と 私 の 民 が 、 最 初 に そこ を 渡る 者 た ちと な る の だ 。”"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム 


の 伝承 り 











人 @ 地獄 の 底 : 





1 一 デア ーッ アシ イク ( 條 に アッ テー の ご 漬 層 あ れ ) は 言い まし た :) 欠 た ち が ア デッラ テラー 
の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) と 共に ある 時 、 彼 は 何 か 落 ちる 音 を 聞き ま 
し た 。 そ し て 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “あな た 方 は 
これ が 何 か 知 っ て いる か ?” 私 た ち は 答 えま し た 。: “アッ ラー と その 使徒 が よく ご 存 知 で 
す 。” する と ( 聞 言 者 は ) 言い まし た : “これ は 地獄 の 業火 に 70 年 前 に 投げ 入れ られ た 、1 
つの 岩石 (の 音 ) で ある 。 それは 転がり 続け 、 今 (地獄 の ) 底 に 到達 し た の だ 。"」( ム ス 
リム の 伝承 9 

















サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2842)。 

訳者 注 : 詳し く は 「 イ ー マ ー ン の 諸 基 幹 ⑥ 最 後 の 日 へ の 信仰 - スィ ラー ト (地獄 の 架け 橋 )」 の 項 を 参照 の こと 。 
サ ヒ ー フ ・ ア デル テ ブ ハー リー (806) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (182)。 文章 は ムスリム の も の 。 

サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2844)。 








eo コ の gm 
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2 一 サム ラ ・ ブ ン ・ ジ ュ ン ドッ プ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た :「( 地 獄 の 民 の ) ある 者 は 業火 に 
くる ぶし まで 浸かり 、 あ る 者 は 腰 の 辺り まで 浸かり 、 ま た ある 者 は 首 の 辺り まで 浸かっ て 
いる 。」( ム スリ ム の 伝承 ?) 

















@ 地獄 の 創造 の 偉大 さ : 





1 ュー アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 滴 悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 

( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : “不信 仰 者 の 臼歯 、 あ る い は 犬歯 
は 、 ウン ム 山 ほど も 巨大 で ある 。 ま た その 皮膚 の 熱さ は 3 晩 の (旅程 の ) 距離 ほど も ある 
"。」 (ムスリム の 伝承 り ) 








2 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 地 獄 に お ける 不信 仰 者 の 両 肩 の 間 の 幅 
は 、 俊 足 の 騎手 が 3 日 か け て 移動 する 距離 ほど ば も ある 。」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 
伝承 





3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 問 言 者 (後に アッ ラー 

か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「 審 判 の 日 、 不 信仰 者 の 臼歯 は クン ム 山 ほど に も 
( 巨 大 に ) な り 、 そ の 皮膚 の 厚 さ は 70 腕 尺 ほど に も な る 。 ま た 前 腕 は アル テバ アダ ー ク 
山 ほ ど に も (巨大 に ) な り 、 そ の 服 は クア ク ター ン 山 ほど に も (巨大 に ) な る 。 そ し て 彼 の 
地獄 で の 居場所 は 、 私 の いる ここ (マデ ィ ー ナ ) か ら アッ テバ ダ タダ ほ どの 広 さ が ある 『。」 
(アフ マ ド と アル ニテ ハー キム の 伝承 ゆ 








@ 地獄 の 炎 の 強 さ : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 そし て 審判 の 日 、 わ れ ら (アッ ラー の こ 
と ) は 彼ら (不信 仰 者 た ち ) を 逆 様 に 、 盲 目 で 龍 嘩 の 状態 で 召集 する 。 彼 ら の 行き 着く 先 
は 地獄 の 業火 で あり 、 そ れ ( 炎 ) は 小康 し て は われ ら が 更に また 盛り 返す の だ 。 そ れこ そ 
は 、 彼 らち が われ ら の み し る し を 信じ な か っ た こと に 対す る 彼ら の 報い な の で ある 。 四 ( ク 
ルアー ン 17 : 97 一 98) 





9 サ ヒ ビー フ ・ ム スリ ム (2845) 。 
"訳者 注 : 地獄 で それ だ け 強 生 な 体 を 与え られ て いる に も 関わ ら ず 、 そ の 和 化 凡 で 苦しみ 続け る と いう こと 。 つ まり 地 
億 の 懲罰 の 凄まじ し さ を 表 し て いま す 。 ウ フ ド 山 は マデ ィ ー ナ 郊外 の 山 の 名 称 。 
1 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2851)。 
2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6551) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (52)。 文章 は ふ ムスリム の も の 。 
せ 訳者 注 : 斜体 で 下 し た 名 前 は 全て 、 マ ディ ー ナ 近郊 の 大 き な 山 の 名 称 で す 。 ア ッ テ ニラ バダ は マデ ィ ー ナ か ら 3 夜 の 
行程 に ある 村 の 名 称 で す 。 
は 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (8327)、 ム スタ ドゥ ラク ・ ア ル テ = テ ハー キム (8759)。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア 
ッ デ ー サ ヒー へ ハ (1105) 参照 。 文 章 は アル テハ ー キ ム の も の 。 
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2 一 アプ ブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よる と 、 和 問 言 者 ( 彼 に アッ ラー 
か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た :「“ あ な た 方 アー ダム の 子 (つま り 人 類 ) が (現世 
で ) 使用 し て いる この 炎 は 、 地 獄 の 業火 の 70 分 の 1 の 熱さ に 相当 する に 過ぎ な い の で あ 
る 。”( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 こ れ だ け で 十分 (な 熱さ ) で す 。” 
(預言 者 は ) 言い まし た : “地獄 の 炎 は (現世 の ) それ より も 更に 69 部 分 だ け 強 力 な の で 
ある が 、 そ の 各々 の 部 分 の 熱さ は (現世 で の ) それ と 同様 の 熱さ な の で ある 。"」 (アルテ 
プ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 














3 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 地 獄 が 困っ て 、 こ う 主 に 訴え た : “ 主 よ 、 
私 の 一 部 が 他 の 部 分 を (燃やし て ) 食べ て し まい ます 。” する と (アッ ラー は 地獄 に ) 2 つ 
の 属性 を お 許し に な られ た 。 (それは つま り ) 冬 の 属性 と 夏 の 属性 で ある 。 ゆ え に あ な た 
方 は そ を こ に お いて この 上 な い 著 さと 、 こ の 上 な い 寒 さ を 見 出す の で ある 。」( ア ル テ ブ ハー 
リー と ムスリム の 伝承 め 




















人 @ 地獄 の 燃料 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 信仰 する 者 た ちよ 、 あ な た 方 自身 と あな た 方 の 
家族 を 地獄 の 業火 (へ と 招く よう な 事柄 ) か ら 守 る の だ 。 そ の 燃料 は 人 間 と 石 で あり 、 そ 
の 上 に は 厳し く 荒 々 し い 天使 た ちがい る 。 彼 ちら は アッ ラー が 命じ られ た こと に 逆らう こと 
も な く 、 そ の ご 命令 を 遂行 する だ け な の で ある 。 四 (クル アー ン 66 : 6) 





2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 争 ゆ え に そ の 燃料 が 人 間 と 石 で ある 地獄 の 炎 (へ 
と 押 く よ う な 事柄 ) か ら 身 を 守る の だ 。 そ れ は 不信 仰 者 た ちの た め に 準備 され て いる 。 四 
(クル アー ン 2 : 24) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら ちら れ ま し た : 的 あな た 方 と 、 あ な た 方 が アッ ラー を 差し 置い て 
拝 し て いた も の は 、 地 獄 の 業火 の 燃料 と な る の だ 。 あ な た 方 は そこ に 入る こと に な ろう 。 四 
(クル アー ン 21 : 98) 


@ 地獄 の 最 下層 : 


地獄 は 互い に 重なり 合う 階層 で あり 、 偽 信者 は その ひど い 不 信仰 性 と 信仰 者 た ち へ の 害 
悪 ゆ え に 、 そ の 最 下層 に 入れ られ ます 。 至 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 釣 実 に 偽 信者 た 
ち は 地 獄 の 業火 の 最 下 層 に ある 。 そ し て あな た は 彼ら に 対す る 、 い か な る 援助 者 も 見 出さ 
な いで あろ う 。 還 (クル アデ アーン 4 : 145) 











5 ササ ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3265) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2843)。 文章 は ムスリム の も の 。 
1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3260) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (617)。 文章 は ムスリム の も の 。 
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@ 地獄 の 業火 の 影 : 





1 一 奉 高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : そし て 左側 の 徒 。 左側 の 徒 と は 何で ある 
か ? (彼ら は ) 熱風 と 煮え た ぎる 熱湯 の 中 に ある 。( そ し て そこ か ら 立 ち 上 る ) 黒 煙 の 共 
に 。@ (クル アー ン 56 : 41 一 43) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 6D 彼 ら の 上 方 に も 下方 に も 、 幾 重 に も 重なる 
炎 が ある 。 こ れこ そ ア ッ ラ ー が それ で も っ て 、 そ の し も べた ち を 警告 する も の 。 し も べた 
ちよ 、 ゆ え に わ れ (の 怒り と これ ら の 徐 罰 を 招く よう な 事柄 ) か ら 身 を 慎む の だ 。EB ( ク 
ルアー ン 39 : 16) 








3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 多 不 信仰 者 た ちよ 、( 地 獄 の 炎 か ら ) 立ち 上 り 、 
3 本 に 分 岐 す る 煙 の も と へ と 行く の だ 。 そ こ に は ( 著 さ か ら 身 を 守る ) 陰 も な く 、 炎 か ら 
身 を 守る すべ も な い 。EB (クル アー ン 77 : 30 一 31) 


人 @ 地獄 の 番 人 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : わ れ (アッ ラー の こと ) は 彼 (不信 仰 者 ) 
を 移 熱 の 大 火 に 放り 込 も や う 。 そ し て 乱 熱 の 大 火 と は 何 か ? (それ は ) 彼ら を 生か し た まま 
に も し て お か な けれ ば 、 一 思い に 殺し て も くれ な い 。( そ れ は ) 人 類 を (様々 な 懲罰 に よ 
っ て 見 る も 無残 な 形 に ) 変え て し まう 。 そ の 上 に は 19 の 天使 が いる 。 そ し て われ ら ( ア 
ッ ラ ー の こと ) は 地獄 の 管理 役 を 天使 と し た が 、 わ れ ら は (19 と いう 天使 の ) 数 を 信仰 し 
な い 者 た ち へ の 試練 と し た の で ある "。 吸 (クル アー ン 74 : 26 一 31) 











2 一 また 地獄 の 番 人 に は マー ク ク ク と いう 天使 も いま す 。 祭 高 な る アッ ラー は 仰 ら れ ま し 
た : 要 (地獄 の 民 は こう ) 呼び か ける :「 マ ー ク グ ク よ 、 あ な た の 主 に 頼ん で 一 思い に 私 た 
ち を 殺し て (楽に し て ) し まっ て くれ 。」( マ ー ダ タグ ) は 言う :「 い や 。 あ な た 方 は そこ に 
留まる の だ 。」 還 (クル アー ン 43 : 77) 


信 地獄 の 一 団 : 


アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル ニ テニ フ ドッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 預言 者 
( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 至 高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ 
た マデ デー アム (アダ ム ) 上 よ 。 する と デー ダム は 答え た は い 、 見 今 。 あな た に お 仕え 申 
し 上 げ ま す 。 そ し て 全て の 善 は あな た の 御手 に 委ね られ て いま す 。”" する と (アッ ラー 
は ) 仰る : “地獄 の 一 団 を 送る の だ 。” (アー ダム は ) 言っ た : “地獄 の 一 団 と は 何で す 

















7 訳者 注 : キリ スト 教徒 や ユダ ヤ 教 徒 な どの 啓典 の 民 も 、 地 獄 の 門番 を 同数 の 天使 と し て いた と いう 説 が あり ます 。 
また この クル アー ン の 後半 部 分 は 、 ム スリ ム た ち を 迫害 し て いた 者 た ちの 頭目 の 1 人 アブ ー・ ジ ャ ハル が 、「 そ の 上 に 
は 19 の 天使 が いる 」 と いう 章 句 が 啓示 され た 時 に 、「100 人 が か り で 彼ら の 内 を 1 人 を 倒せ ば 、 地 獄 か ら 脱 出 出来 る の 
で は な いか ?」 と 員 笑 し た こと に 関し て 下っ た も の だ と も 言わ れ て いま す (アッ テニ シャ ウ カ ー ニ ー 師 著 の クル アー ン 解 
釈 書 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ア ル = テ カ デ ィ ー ル 」 参照 )。 
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か ?” する と (アッ ラー は ) 仰る : “1000 人 の 内 か ら 999 人 を (地獄 の 民 と し て ) 送る の 
だ 。” この 時 子供 た ち は (余り の 志 怖 の た め ) 白髪 と な り 、 遇 そし て 子 を 座 ん で いる 女 た 
ち は (余り の 恐怖 の た め ) 流産 し 、 あ な た の 目 に 人 々 は 酔い どれ の よう に 映る で あろ う 。 
し か し 彼ら は 酔っ 払っ て いる わけ で は な く 、 ア ッ ラ ー の 徐 六 が 余り に 激しい 散 な の で あ 
る 。 四 (クル アー ン 22 : 2) " 

( 教 友 た ち は ) 言い まし た : “アッ ラー の 使徒 よ 、 私 た ち は (その 1000 人 の 内 か ら 地 獄 
を 免れ る ) 1 人 に な れる の で し ょ うか ?” (する と 預言 者 は ) 言い まし た : “喜ぶ の だ 。 あ 
な た 方 の 内 の 者 が その 1 人 と な り 、 了 アジ ュー ジュ と マグ ジ ェ ュー ジェ "の 氏 か ら 1000 人 
(の 者 た ち が 地 獄 行き ) と な る の だ か ら 。"」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 








@ 地獄 の 民 は いか に 地獄 に 入る か : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : そ し て 不信 仰 者 た ち は 一 団 と な っ て 地獄 へ 
と 導 か れる 。 そ し て そこ に 到着 する と その 門 々 が 開か れ 、 そ の 番 人 は 彼ら に こう 言う : 
「 一 体 あ な た 方 の 内 の 者 か ら 、 あ な た 方 に 主 の み し る し を 読み 聞か せ 、 こ の 日 の 到来 を 警 
告 する 使徒 た ち は 遣 わ さ れ な か っ た の か ?」 す る と (彼ら は ) 言う :「 確 か に 来 ま し た 。」 
し か し (この 日 ) 不信 仰 者 た ち に 対し て の 懲罰 は 既に 確定 し た の で ある 。 (彼ら に は ) こ 
う 言 われ る :「 地 獄 の 門 々 か ら 入 る の だ 。 あ な た 方 は そこ に 永遠 に 留まる 。 (真理 か ら ) 條 
岸 で や っ た 者 た ちの 住処 の 、 何 と 忌まわしい こと で あろ うか ?」 四 (クルアーン 39 : 71 
ー72) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て われ ら (アッ ラー の こと ) は 審判 の 
日 を 嘘 で あや る と する 者 に 、 地 獄 の 烈火 を 用 意 し た 。 そ れ は (遠く か ら ) 彼ら の 視界 に 入り 、 
彼ら は ( 炎 が ) いき り 立 つ 爆 音 と 奥底 か ら 噴 出し て くる よう な 環 音 を 聞く 。 そ し て その 中 
の 鍋 屈 な 場所 に が ん じ が ら め に し て 投げ 入れ られ 、 彼 らち は そこ で いっ その こと 破滅 し て し 
まう よう 嘆願 する 。( そ こ で 天使 た ち は 言 う : ) 「 あ な た 方 は 今日 一 度 き り の 破滅 を 嘆願 す 
る の で は な い 。 そ れ を 何 度 も 嘆願 する こと に な る の だ 。」 還 (クルアーン 25 : 11 一 14) 





3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ ま し た : その 日 彼ら は 地獄 の 業火 に 、 無 理 矢 理 押し 
入れ られ る 。( そ し て こう 言わ れる : ) 「 こ れこ そ が あな た 方 が 嘘 と し て いた 地獄 な の で あ 
る 。」 四 (クルアーン 52 : 13 一 14) 








4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ ま し た : 凶 そ し て あな た 方 は 罪深い 者 た ち が そ の 日 、 
( 鎖 や 柳 で ) が ん じ が ら め に され て いる の を 見 る で あろ う 。 ター ル の 衣服 を ま と わ さ れ 、 
彼ら の 顔 を 炎 が 覆 う 。 cg (クル アー ン 14 : 49 一 50) 





5 一 アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 





8 訳者 注 : 詳 し く は 「 イ ー マ ー ン の 諸 基幹 - ⑤ 最 後 の 日 へ の 信仰 」 の 章 「 審 判 の 日 の 大 予 光 」 の 項 の 「 ヤ アジ ュー ジ 
ュ と マ ア ジュ ー ジ ュ の 出現 」 を 参照 の こと 。 
9 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3348) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (222)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “ 審 判 の 日 、 地 獄 の 業火 か ら 首 が 

飛び 出す 。 そ れ は 視覚 を 備え た 2 つの 眼 と 、 聴 覚 を 備え た 2 つの 耳 と 、 喉 る こと の 出来 る 
1 本 の 舌 を 備え て お り 、 こ う 言 う :「 私 は 3 種類 の 者 た ちら に 対し (その 懲罰 を ) 委任 され 
た : (それ ら は つま り ) 頑 迷 な 又 攻 、 ア ッ ラ ー と 共に 何 か を 並べ て 祭 め て いた 者 、 そ し て 
生き 物 を (写生 や 彫刻 な ど で も っ て ) 模写 し て いた 者 の こと で ある 。」"」( ア フ マ ド と アッ 
デー ティ ルミ ズィー の 伝承 ぐ ) 





@ 最初 に 地獄 で 六 さ れる 者 : 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー SI 
裁 か れる の は 狗 教 者 で ある 。 彼 は 主 の 御 許 に 連れ て 来 ら れる と 、( 現 世に お ける ) アッ ラ 
ー の 恩恵 に つい て 話し て 聞か され 、 そ れ を 認め る 。 (アッラー は ) 仰る : “(あな た に 授け 
て や っ た 恩恵 で も っ て ) あな た は 何 を 成 し た の か ?” ( 彼 は 答え て ) 言う : “私 は あな た ゆ 
に 戦い 、 そ し て 列 教 し まし た 。” (する と アッ ラー は ) 仰る : “ 眠 を つけ 。 あ な た は 勇敢 
な 者 と 言わ れ た い が た め に 戦い 、 そ し て 実際 に そう 言わ れ た の だ 。” する と 彼 は 命じ られ 
て 逆 様 の 状態 で 引っ 張ら れ て 行き 、 地 獄 の 業火 へ と 放り 込ま れる 。 

で し て て 学識 を 身 に つけ は 。 また それ を 教え 、 か の る クルアーン を を ( し く て) 読ん で い 者 も 
本 こ 最 初 に 裁 か れる )。 彼 は 主 の 御 許 に 連れ て 来 ら れる と 、( 現 世に お ける ) アッ 

ー の 恩恵 に つい て 話し て 聞か され 、 そ れ を 認め る 。 (アッ ラー は ) 仰る : “(あな た に 授 

40NMNIN 恵 で も っ て ) あな た は 何 を 成 し た の か ?” ( 彼 は 答え て ) 言う : “私 は 学識 を 
身 に つけ 、 そ れ を 教授 し まし た 。 そ し て あな た ゆえ に クル アー ン を 読ん で いた の で す 。”* 
する と (アッ ラー は ) 仰る : “ 明 を つけ 。 あ な た は 学者 と 言わ れ た い が た め に 学び 、「 ク ル 
アー ン 朗 詩 家 」 と 呼ば れ えた い が た め に クル アー ン を 読ん で いた の だ 。 そ し て 実際 に そう 言 
0 3 は お の ほじ PO で 引っ 張ら れ て 行き 、 地 獄 の 業火 へ 
と 放り 込ま れる 。 

そし て アッ ラー に よっ て 豊か な 糧 を 与え られ 、 様 々 な 財 を 授け られ た 者 も (審判 の 日 に 
最初 に 裁 か れる )。 彼 は 主 の 御 許 に 連れ て 来 ら れる と 、( 現 世に お ける ) アッ ラー の 因 恵 に 
つい て 話し て 開か され 、 そ れ を 認め る 。 (アッ ラー は ) 仰る : 2 あ が ん に 和 D で きら 
恵 で も っ て ) あな た は 何 を 成 し た の か ?” ( 彼 は 答え て ) 言う 2 : “私 は あな た が 施し を お 望 
み に な る こと に お いて 、 あ な た ゆえ に 施さ な か っ た こと は あり ませ ん 。” (する と アッ ラー 
は ) 仰る :“ 嘘 を つけ 。 あ な た は 気 前 の いい 者 と 言わ れ た い が た め に そう し た の で あり 、 
そし て 実際 に そう 言わ れ た の だ 。” する と 彼 は 命じ られ て 逆 様 の 状態 で 引っ 張ら れ て 行き 、 
地獄 の 業火 へ と 放り 込ま れる 。"」( ム スリ ム の 伝承 
































^ 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フィ ャ ド (841))、 ス ナン ・ ア ッ ー ニ ティ ルミ ズィー (2574) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ ニ テ 
ィ ル ミズ ィ ー (2083)。 ア ッ ニ スイ ルス イラ ト ・ ア ッ ニ サ ヒ ー ム (512) 参照 。 文 章 は アッ ニティ ルミ ズィー の も の 。 
2 サビ ヒー フ ・ ム スリ ム (1905)。 
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⑯ 地獄 の 民 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 叫 そし て (われ ら (アッ ラー の こと ) の み し る し 
を 信仰 せ ず 、 そ れ を 嘘 と する 者 た ち は 地 獄 の 民 な の で ある 。 彼ら は そこ に 永遠 に 留まる 。 還 3 
(クル アー ン 2 : 39) 


2 一 イヤ ー ド ・ ブ ン ・ ヒ マー ル ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ ー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :「“・・・ そ し て 地獄 の 民 に は 5 
種類 ある : ( 即 ち わ ) そう ある べき で な いこ と に お いて 自ら を 律する 知性 を 持た な い 、 脆 弱 
な 者 。 あ な た 方 の 内 の 者 だ が 、 結 婚 も 財産 も 求め よう と し な い 者 た ちら 。 ま た 仙 欲 さ を あ か 
ら さ ま に し て いる 詐欺 師 で 、 そ れ を 潜め た か と 思え ば 騙 ま し 討ち に する 者 。 ま た 常々 あな 
た の 家族 や 財産 を 狙っ て 欺 こ うと し て いる 者 。" そし て (預言 者 は 次 の 者 た ち に も ) 言及 
し まし た : “ 各 傘 者 、 あ る い は 嘘つき 。 ま た 醸 悪 で 下 挿 た 人 格 を 備え た 者 。”」( ム スリ ム の 
伝承 























信 地獄 の 民 の 大 多数 : 





イブ ン ・ ア ッ バ パース (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た :“・・・ そ し て 私 は 地獄 に 目 を や っ た 。 す 
る と (そこ に いる ) 大 多数 の 者 た ち は 、 忘 皿 の 徒 で ある 女性 た ち で あっ た 。” する と 誰か 
が 言い まし た : “彼女 た ち は ア ッ ラ ー に 対し て 忘 思 だ っ た の で すか ?” (預言 者 は ) 言い ま 
し た : “彼女 た ち が 忘 思 な の は 、 彼 女 た ち の 夫 の 恩恵 と 慈善 に お いて で あっ た の だ 。 も し 
彼女 た ち が 何 十 年 も よく され た と し て も 、 そ れ を 何と も 思わ な か っ た で あろ う 。 そ し て こ 
う 言 っ た に 違い な い の だ : “あな た に は 全く いい 所 が な い の ね 。“"」 (アル テ ブ ハー リー と ム 
スリ ム の 伝承 ぞ ) 











@⑯ 地獄 で 最も ひど く 六 され る 者 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 6D「(2 人 の 天使 よ 、) 全て の 頑 迷 な 不信 仰 者 た ち 
を 地獄 へ と 放り 込め 。 善 行 を 拒み 、( 真 理 に お いて ) 不正 を 行う 懐疑 的 な 者 た ち を 。 彼ら 
は アッ ラー の 他 に 祭 拝 物 を こし ら え た の だ 。 手 ひど い 徐 六 の 中 に 彼ら を 放り 込ん で し ま 
え 。」 皿 (クル アー ン 50 : 24 一 26) 





2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : そ し 
て アッ ラー は 彼 (ムー サー) を 、 彼 ら の 策略 に よる 悪 か ら お 守り に な られ た 。 そ し て フィ 
ルアウ ン (ファ ラオ ) の 一 族 に は 手 ひ どい 懲罰 が 確定 し た の で ある 。 (それは ) 彼ら が 
(死後 復活 の 時 が 来る まで ) 朝 に 夕 に 晒さ れる 業火 。 そし て 審判 の 日 に は 、( ア ッ ラ ー が 








2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (2865)。 
2% サ ヒ ー フ ・ ア ル = ニ ブ ハ ー リ ー (29) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (907)。 文章 は アル ニブ ハー リー の も の 。 
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天使 た ち に こう 命じ られ て 言わ れる ) 「 フ ィ ル アウ ン の 一 族 を 最も 過酷 な 仙 凡 の 中 に 投げ 
込む の だ 。」EB (クル アー ン 40 : 45 一 46) 


3 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 信仰 せ ず 、 ア ッ ラ ー の 道 を 阻む 者 た ち に は 、 
われ ら (アッ ラー の こと ) が 徳 凡 の 上 に 更 な る 和 値 凡 を 加え て や ろう 。 それは 彼ら が (地上 
に お いて ) 腐敗 を 働い て いた ゆえ の こと で ある 。EB (クル アー ン 16 : 88) 





4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 的 実に 偽 信仰 者 た ち は 地獄 の 業火 の 最 下層 に 
(放り 込ま れる 定め で ある )。 そ し て あな た 方 は 、 彼 らち に いか な る 援助 者 も な いこ と を 知 
る で あろ う 。 還 (クル アー ン 4 : 145) 





5 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 胃 あ な た 方 の 主 に か け て 。 わ れ ら (アッ ラー 
の こと ) は 彼ら と 悪魔 た ち を 必ず や 召集 し よう 。 そ れ か ら 彼 ら を 路 か せ た ま ま 、 地 獄 の 業 
火 へ と 連れ て 来 よ う 。 そ れ か ら わ れ ら は 、 慈 悲 深き お 方 に 対し て 最も 反抗 的 だ っ た 者 た ち 
を 各々 の 集団 か ら つ まみ 出す 。 実 に われ は 誰が そこ に 行く べき か を 熱 知 し て いる の だ 。6P 
(クル アー ン 19 : 68 一 70) 








6 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 
( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “審判 の 日 、 地 獄 の 業火 か ら 首 が 
飛び 出す 。 そ れ は 視覚 を 備え た 2 つの 眼 と 、 聴 覚 を 備え た 2 つの 耳 と 、 喉 る こと の 出来 る 
1 本 の 舌 を 備え て お り 、 こ う 言 う :「 私 は 3 種類 の 者 た ちら に 対し (その 懲罰 を ) 委任 され 
た : (それ ら は つま り ) 頑 迷 な 又 君 、 ア ッ ラ ー と 共に 何 か を 並べ て 崇め て いた 者 、 そ し て 
生き 物 を (写生 や 彫刻 な ど で も っ て ) 模写 し て いた 者 の こと で ある 。」"」( ア フ マ ド と アッ 
デー ティ ルミ ズィー の 伝承 人) 








7 一 アプ ドッ ラー・ ブ ン ・ マ スウ ー ド ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 ア ッ ラ 
ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 審 判 の 日 懲罰 が 最も 厳 
し い の は 、 聞 言 者 が 殺害 し た 者 、 あ る い は 預言 者 を 殺害 し た 者 で ある 。 ま た 人 々 を 迷 妻 へ 
と 導く 指導 者 で あり 、( 憎 し みや 復讐 な どの 意味 で ) 死体 を 損傷 する 者 で ある 。」( ア フ マ 
ド だ ゲッ デー グ パ ラー ジー の 伝承 の 








人 @ 地獄 の 民 で 最も 信 の 軽い 者 : 





1-ー ア ゲン ニー ヌス ウ マー ジ シ ジ * プ ジィ バシ ー ル (人 彼 に アッ ラー の と 満悦 あれ ) は 言い まし た 
「 私 は アッ ラー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし 
た : “ 審 判 の 日 最も 懲 凡 の 軽い 者 は 、2 本 の 燃え さ し を その 両足 の 在 に あて が われ 、 そ れ に 








24 真正 な 伝承 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (8411)、 ス ナン ・ ア ッ テ テ ィ ル ミズ イー (2574) 、 サ ヒー フ ・ ス ナン ・ ア ッ テ テ 
ィ ル ミズ イィ イー (2083)。 ア ッ テ ニス イル スイ ラ ト ・ ア ッ ニ テー サ ヒー ハ (512) 参照 。 文 章 は アッ ー ニ ティル ミズ ィ ー の も の 。 
2 伝承 経路 は 良好 。 ム スナ ド ・ ア フ マ ド (3868) 、 ア ッ テ ニタ バラ ー ニ ー の アル テカ ビー ル (10/260)。 ア ッ テ ス イィ ルス 
イィ イラ ト ・ ア ッ ー サ ヒー へ (281) 参照 。 文 章 は アフ マ ド の も の 。 

13 





よっ て 脳 が 煮え た ぎっ て いる よう な 者 で ある 。 そ れ は ちょ うど 銅製 の 鍋 や 先細り の 攻 が 沸 
騰 し て いる か の よう で ある 。"」 (アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 9) 


2 一 イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 、 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が 次 の よう に 語っ た と 伝え て いま す :「 地 獄 の 民 の 内 で 最 
も 懲罰 の 軽い の は 、 ア ブー・ タ ー リ ブタ で ある 。 彼 は ( 炎 の ) 靴 を 履か せら れ て お り 、 そ 
れ に よっ て 脳 が 煮え た ぎっ て いる 。」( ム スリ ム の 伝承 る ) 





3 一 アブ ー・ サ イー ド ・ ア ル テ フ ドッ ゥ リー ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 彼 の 前 で ア 
ブー・ タ ー リ プ ブ の 名 が 言及 され た 時 、 預 言 者 (後に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こ 
う 言 う の を 聞き まし た : 「 審 判 の 日 、 私 の と りな し は 彼 を 益 す る だ ろう 。 彼 は (私 の と り 
な し が 功 を 奏し て ) 地獄 の 業火 の 浅瀬 に くる ぶし まで 浸かっ て いる だ け な の だ が 、 し か し 
それ で も 、 そ れ に よっ て 脳 の 中 枢 部 が 煮え た ぎっ て いる の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ム ス 
リム の 伝承 人 ⑳) 








人 @ 地獄 で 最も 軽い 軸 を 受け る 者 が 言わ れる こと : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 史 不 信仰 者 た ち は 、 も し 彼ら に 審判 の 日 の 懲罰 を 
免じ て で もらう た め の 地 上 に ある 全て と それ と 同様 の も の が も う 1 つ あ っ た と し て も 、 そ れ 
を 受け 入れ て も ら え な い 。 そ し て 彼ら に は 痛烈 な 懲罰 が ある の だ 。 eg (クル アー ン 5: 
36) 


2 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 審 判 の 日 、 至 高 の ア ッ ラ ー は 地獄 で 最も 
軽い 凛 を 受け る 者 に こう 仰 ら れる : “も し あな た に 地上 に ある 全て の も の が あっ た と し た 
ら 、 そ れ で も っ て (この 日 の 徐 六 を ) 償う か ?” 彼 は 答え る :“ も ちろ ん で す 。” する と 
(アッ ラー は ) 仰 ら れる : “あな た が アー ダム (アダ ム ) の 背骨 の 内 に ある 時 か ら 、 わ れ 
は それ より 簡単 な 事 を あな た に 要求 し て いた だ け だ っ た の に 。( つ まり それ と は ) われ と 
共に 何 か を 並べ た り し な いこ と (で ある )。 し か し あな た は それ か ら 背 き 、 わ れ に お いて 
シル ク % を 犯し た の だ 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 9) 








@ 地獄 の 鎖 と 柳 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 釣 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は 不信 仰 者 た ち 
に 、( 彼 ら を 縛り 付け る ) 鎖 と 柳 と 業火 を 用 意 し て お いた 。EB (クル アー ン 76 : ④⑫ 





26 サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ ー (6562) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (213)。 文章 は アル テニ ブ ハー リー の も の 。 

ダ 訳者 注 : 詳 し く は 「 イ ー マ ー ン の 諸 基 幹 一 ⑤ 最 後 の 日 へ の 信仰 」 の 章 「 と りな し 」 の 項 を 参照 の こと 。 

3 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (212)。 

2 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6564) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (210)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 

3 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク 」 の 章 を 参照 の こと 。 

1 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6557) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2805)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
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2 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 釣 啓 典 と われ ら (アッ ラー の こと ) が 使徒 た ち に 
携え させ て 遣わ し た と ころ の も の を 嘘 と する 輩 は 、 後 に 知る だ ろう 。 彼ら の 首 に は 柳 と 鎖 
が 付け られ 、( そ れ で も っ て ) 熱湯 の 中 を 引き ずり 回 され る 。 そ し て それ か ら 業 火 の 中 で 
焼 か れる の だ 。@ 四 (クル アー ン 40 : 70 一 72) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 実に われ ら (アッ ラー の こと ) に こそ 、( 地 獄 の 
民 を ) 縛り 付け る も の と 業火 は ある 。 そ し て 々 の ゲッ クー スム “の 木 と 、 痛 烈 な 懲罰 が 。 gg 
(クル アー ン 73 : 12 一 13) 








4 一 栓 高 の ア ッ ラ ー は 仰 ら れ ま し た : 的 (天使 た ちよ 、) 彼 を 捕まえ 、 柳 を つけ よ 。 そ し 
て 業火 へ と 連れ 行く の だ 。 それから 70 腕 尺 も の 長 さ の 鎖 で も っ て 縛り 、 彼 を 引き ずり 行 
く の だ 。 本 当 に 彼 は この 上 な く 偉 大 な アッ ラー を 信仰 する こと も な けれ ば 、 恵 まれ な い 者 
た ち に 食 を 施す こと も 和 勧め な か っ た 。 呈 ( ク ルアー ン 69 : 30 一 34) 


人 @ 地獄 の 民 の 食べ 物 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 克実 に ゲッ ク グース の 木 は 罪深い 者 の 食べ 物 。( そ 
れ は ) 腹の中 で 煮え た ぎる 、 沙 け た 鉛 の よう で ある 。( そ れ は ) まる で 熱湯 の た ぎり の よ 
う 。 EL (クル アー ン 44 : 43 一 46) 


2 一 欠 高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 史 一 体 それ (天国 の こと ) こそ が よき 糧 で ある の 
か 、 そ れ と も ゲッ ク グース の 木 な の か ? 実 に われ ら (アッ ラー の こと ) は それ を (上 真理 に 対 
する ) 不正 者 た ち へ の 試練 と し た 。 そ れ は 地獄 の 業火 の 底 か ら 伸 び 出 て いる 。 その実 の 房 
は 、 あ た か も 悪魔 の 頭 部 の よう 。 彼 らち は それ を 食べ 、 腹 を 満杯 に する 。 そ し て その 上 に 熱 
湯 を 飲ま され る 。 そ し て それ か ら ま た 業火 の 中 へ と 戻ら され る の で ある 。 思 (クルアーン 
37 : 62 一 68) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 彼ら に は 刺 々 の 醍 悪 の 木々 し か 食べ 物 が な い 。 
それ は 彼ら の 滋養 に も な ら な けれ ば 、 彼 ら の 負え を 満た し て くれ る こと も な い 。 (クル 
アー ン 88 : 6 一) 





4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 凶 そ し て その 日 、 彼 ら に は (彼ら を 益 し た り 、 
ある い は と りな し て くれ る ) 親 し き 者 も な い 。 食べ 物 と いえ ば (地獄 の 民 の 体 か ら 流 れ 出 
る ) 騰 し か な い 。 そ れ は 人 因 深 い 者 た ちら だ けが 食す る こと に な る も の で ある 。 四 (クル アー 
ン 69 : 35 一 37) 











党 訳者 注 : ひど い 悪 臭 を 漂わ せ て いる 地獄 の 民 の 食べ 物 で 、 彼 ら は それ を 無理 矢 理詰め 込ま され ます 。 地獄 の 底 に 根 
を 下ろ し 、 そ の 村々 を 地獄 中 に 広げ 、% そ の 実 の 房 は 、 あ た か も 悪魔 の 頭 部 の よ う ぁ $ に 巨大 か つ 酸 悪 な も の で す 。 
“訳者 注 : 上 記 の 訳者 注 参照 の こと 。 
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念 地獄 の 民 の 飲み 物 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : そ し て (使徒 た ちと その 追従 者 た ち は ア ッ ラ ー 
に ) 勝利 を 祈り 、 全 て の (真理 に 対し て ) 人 岸 な 者 た ち は 衰 退 し た 。 そ し て その 後 (彼ら 
に は ) 地獄 の 業火 が 待ち 受け て お り 、 臓 の 水 を 飲ま され る こと に な る の だ 。 彼ら は それ を 
飲ま され る が 、 そ れ は な か な か 只 を 通り に くい 。 そ し て あら ゆる 方 向 か ら 死に 値する よう 
な 徳 軸 が や っ て 来る が 、 彼 らち は いっ その こと 死ん で (それ ら の 苦し みか ら 人 逃れ て ) し まう 
こと も 出来 な い 。 そ し て その 他 に も 更に 厳し い 徳 罰 が 待ち 受け て いる の だ 。g (クル アー 
2 15 王 7) 


2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 胃 そ し て (彼ら は ) 熱湯 を 飲ま され 、 そ の は ら わ 
た は 散り 散り に な る 。 思 (クルアーン 47 : 15) 





3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 実に われ ら (アッ ラー の こと ) は (真理 に 対す 
る ) 不正 者 た ち に 、 彼 ら を 炎 の 志 で 包み 込む 地獄 の 業火 を 用 意 し た 。 そ し て 彼ら が その 知 
熱 か ら 助け を 求め て も 、 顔 を 焼き 焦がす 沙 け た 鉛 の よう な 水 し か 与え られ な い 。( そ れ 
は ) 何と 忌まわしい 飲み 物 、 何 と 悪い 居所 で あろ うか 。6 思 (クル アー ン 18 : 29) 





4 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら ちら れ まし た : 的 (天国 の 民 に 関す る 諸事 は ) こう で ある 。 
一 方 反逆 する 者 た ち に は 悪い 帰り 所 が ある 。 彼ら が 行く の は 地 医 の 業火 。 何 と 忌まわしい 
麗 所 で あろ うか ? そ し て ここ に は 熱湯 と 騰 。 彼 ら に それ を 飲ま せよ 。 ま た これ ら の 他 に も 
様々 な 種類 の 懲罰 が 待ち 受け て いる の だ 。EeB (クル アー ン 38 : 55 一 58) 





@ 地獄 の 民 の 衣服 : 





1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 多 不信 仰 者 た ち は (地獄 の ) 炎 か ら 出 来 た 衣 
服 を 着せ られ 、 そ の 頭上 か ら 熱湯 を 注 が れる 。 四 (クル アー ン 22 : 19) 


2 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て あな た 方 は 罪深い 者 た らち が その 日 、 
( 鎖 や 析 で ) が ん じ が ら め に され て いる の を 見 る で あろ う 。 タ ー ル の 衣服 を ま と わ さ れ 、 
彼ら の 顔 を 炎 が 覆 う 。 cg (クルアーン 14 : 49 一 50) 





@ 地獄 の 民 の 寝床 : 





至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 的 彼 らち に は 地獄 の 業火 の 中 に その 区 所 が ある 。 そ し て 
その 上 に は (彼ら を 覆う ) 炎 の 層 。 わ れ ら (アッ ラー の こと ) は この よう に 、 不 正 者 た ち 
に 報い を 与え よう 。 思 (クル アー ン 7 : 41) 
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@ 地獄 の 民 の 嘆き : 

1 一 至高 の アッ ラー は こう 仰 ち られ まし た : 急 こ の よう に アッ ラー は 、 彼 ら の 行い を 彼ら 
に お 見 せ に な られ 、 彼 ら は (それ を 眼前 に し て ) 悔やみ 嘆く 。 そ し て 彼ら は 地 攻 の 業火 か 
ら 区 げ 出す こと も 出来 な い 。 思 (クル アー ン 2 : 167) 








2 一 アプ ブー・ フ ライ ラ ( 役 に ア ッ ラ ー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た : 「 預 言 者 ( 彼 に アッ 
ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : “人 は 、 も し 行い が 悪けれ ば そこ が 地獄 に お 
ける 自ら の 居場所 と な っ て いた は ず の その 場所 を 見 せら れる こと な し に は 、 天 国 に 入る こ 
と は な い 。 そ れ は 彼 の 感謝 の 念 が 増大 する よう に 、 と の お 計ら いか ら で あ る 。 ま た 人 は 、 
も し 行い が 良けれ ば そこ が 天国 に お ける 自ら の 居場所 と な っ て いた は ず の その 場所 を 見 せ 
られ る こと な し に は 、 地 獄 に 入る こと は な い 。 そ れ は それ が 彼 に と っ て 後悔 の 嘆き と な る 
よう に 、 と の お 計ら いか ら で あ る 。"」 (アルテ ブ ハ ー リ ー の 伝承 








3 一 アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 (後に ア 
ッ ラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た : 「 審 判 の 日 、 至 高 の ア ッ ラ ー は 地獄 で 最も 
軽い 六 を 受け る 者 に こう 仰 ら れる :“ も し あな た に 地上 に ある 全て の も の が あっ た と し た 
ら 、 そ れ で も っ て (この 日 の 向 六 を ) 償う か ?” 彼 は 答え る :“ も ちろ ん で す 。” する と 
(アッ ラー は ) 仰 ら れる : “あな た が アー ダム (アダ ム ) の 背骨 に ある 時 か ら 、 わ れ は そ 
れ よ り 筒 単 な 事 を あな た に 要求 し て いた だ け だ っ た の に 。( つ まり それ と は ) われ と 共に 
何 か を 並べ た り し な いこ と (で ある )。 し か し あな た は それ か ら 背 き 、 わ れ に お いて シル 
ググ 0 を 外 し た の だ | (アル ニー プペ ハー リー と ふみ リム み の 偽 承 る 








@ 地獄 の 民 の 言葉 : 





1 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 角 (アッ ラー は ) 仰る :「 人 間 と ジン か ら な る あな 
た 方 以前 に 滅び た (不信 仰 の ) 民 と 共に 、 地 獄 の 業火 の 中 に 入る の だ 。」 あ る 民 が 地獄 に 
入る た び 、 彼 らち より そこ に 先んじ て いた 民 が 彼ら を 呪う 。 そ し て 彼ら が 皆 集 結 す る と 、 後 
か ら 来 た 者 た ち が 先 ん じ て い た 者 た ち に 言う :「 わ れ ら が 主 よ 、( 先 人 で ある ) 彼ら が 私 た 
ち を 迷わ せ た の で す 。 彼 ら に は 地獄 の 業火 で 、 私 た ちの 倍 の 懲罰 を お 与え 下さ い 。」( そ こ 
で アデ アッ ラー は ) 仰る :「 あ な た 方 全て に 倍 の 徐 凡 を 与え よう 。 し か し あな た 方 は 、 そ の 向 
罰 が 一 体 ど の よう な も の で ある か 、 ま だ 分 か っ て いな い の だ 。」 そ し て 先んじ た 者 た ち は 
後 か ら 来 た 者 た ち に 言う :「( 不 信仰 に お いて 私 た ち に 従っ た ) あな た 方 が 私 た ち に 対し て 
特権 を 有 し て いる わけ で は な い 。 あ な た 方 は あな た 方 の 行っ て いた と ころ の も の ゆえ 、 懲 
罰 を 味わう の だ 。」EB (クル アー ン 7 : 38 一 39) 





4 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6569)。 

3 訳者 注 : 詳 し く は 「5. シル ク 」 の 章 を 参照 の こと 。 

3% サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (6557) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (2805)。 文章 は アル テー ブ ハ ー リ ー の も の 。 
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2 一 至高 の アッ ラー は 仰 ら れ ま し た : 凶 そ し て 審判 の 日 、 あ な た 方 は 互い に 不信 仰 者 呼 
ば わり し 、 互 い に 呪 い 合 う 。 し か し あな た 方 (全員 ) の 身 の 寄せ 所 は 地獄 の 業火 な の で あ 
り 、 あ な た 方 に は いか な る 援助 者 も いな い の だ 。EB (クル アー ン 29 : 25) 


3 一 至高 の アッ ラー は 仰 ち られ まし た : 急 (そこ で 天使 た ち は 言 う : ) 「 あ な た 方 は 今日 一 
度 き り の 破 滅 を 嘆願 する の で は な い 。 そ れ を 何 度 も 嘆願 する こと に な る の だ 。」 四 (クル 
アー ン 25 : 14) 
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